









視覚障害者 (以下 ｢盲人｣という)の雇用は,1981(昭和 56)年の国際障害者年を契機
としたノーマライゼーション理念の普及,障害補償機器 (音声ワープロ･拡大読書器等)
の開発等によって徐々に拡大してはいるものの,依然として厳しい現状にある｡また,盲





















































































摩学校と同じく,修身 ･国語 ･体操の他,農業学校においては園芸 ･養蚕 ･養鶏 ･養豚 ･
搾乳等 1科目以上を選択 ･加設することとし,工芸学校においては龍細工 ･縄絢 ･網細工 ･





























(16)が議題として出され,既設の ｢賊按灸｣ ｢音楽｣ 以外の ｢適切な職業｣の有無と可能性を
めぐって意見交換がなされた｡その後の大会においても,盲学校における新職業教育実施
についての是非や導入の方法等に関する協議や情報交換が行われている｡すなわち,1914





























































34 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 65号
第 2章 昭和戦前期の盲教育界における職業教育をめぐる議論とその特質
































































































































































4)全国盲唖教育家大会 『人道』第 39号,12頁,1908年 7月
5)全国盲唖教育大会 『帝国教育』第 349号,78- 81頁,1911年8月
6)第四回全国盲唖教育大会提案 『内外盲人教育』第 2巻夏号,42頁,1913年 7月
7)第五回全国盲唖教育大会概況 『内外盲人教育』第 4巻秋号,95-96頁,1915年 10月
8)第六回全国盲唖教育大会 『内外盲人教育』第 6巻秋号,86頁と91頁,1917年 10月
9)全国盲唖学校長会議 『内外盲人教育』第 8巻冬号,79-89頁,1920年 2月
10)『帝国盲教育』第 1巻第 3号,64頁,1921年 10月
ll)第三回帝国盲教育会 『帝国盲教育』第5巻第 3号,164頁,1926年 3月
12)帝国盲教育会第四回総会 『帝国盲教育』第 6巻第 2号,31-34頁,1926年 10月
13)帝国盲教育会臨時総会報告 『帝国盲教育』第 2巻第 1号,7- 8頁,1922年 5月
14)帝国盲教育会第二回総会報告 『帝国盲教育』第 4巻第 1号,8-9頁,1924年7月
15)西部盲唖教育協議会則 『内外盲人教育』第 1巻秋号,48頁,1912年 11月
16)第-回西部盲唖教育協議会々議録 『内外盲人教育』第 1巻秋号,50頁,1912年 11月
17)第二回西部盲唖教育会報告 『内外盲人教育』第 3巻冬号,27- 28頁,1915年 2月
18)第五回西部盲唖教育協議会状況報告 『帝国盲教育』第2巻第4号,154- 162頁,1923年 2月
19)第四回全国盲唖教育大会提案 『内外盲人教育』第 2巻夏号,42頁,1913年 7月
20)前掲 『内外盲人教育』第4巻秋号,96頁,1915年 10月
21)第五回西部盲唖教育協議会状況報告 『帝国盲教育』第2巻第4号,153- 162頁,1923年 2月
22)現東京盲人福祉協会の前身｡1905(明治 38)年盲人鋪按協会,1918(大正7)年盲人保持協
会,1940(昭和 15)年東京府盲人協会,1943(昭和 18)年東京都盲人協会と改名している｡
23)『第二十一回帝国議会衆議院議事速記録』第 18号,278-280頁,1905年 2月 19日
24)前掲注 2)-②,138- 140頁
25)川本宇之介 『盲教育概観一盲教育の理想と本邦盲教育の改善-』,162- 167頁,1928年
26)『盲教育』第 1巻第 1号,50頁,1928年 11月
27)『盲教育』第 1巻第 1号,46頁
28)『盲教育』第 5巻,62-63頁,1930年3月
29)『帝国盲教育』第 7巻第 2号,28- 37頁,1936年 2月
30)『帝国盲教育』第 9巻第 1号,32-49頁,1937年 9月
31)第二回九州盲唖教育研究会 『帝国盲教育』第7巻第 2号,24- 25頁,1927年 7月
32)九州部会第五回総会概況 『盲教育』第 4巻第 1号,83-85頁,1932年6月
33)西日本盲聾唖学校長会概況 『帝国盲教育』第7巻第 1号,78-84頁,1935年 8月
34)第九回九州部盲研究会概況 『帝国盲教育』第 8巻第 2号,45頁,1937年4月
35)第二回帝国盲教育全記録 ｢盲教育｣第 3巻第 2号,39-46頁,1930年 7月
36)第六回帝国盲教育会臨時総会並研究大会概況 ｢盲教育｣第 6巻第 2号,123-128頁,1935
年 1月
36)第五回帝国盲教育会臨時総会並研究大会概況 ｢盲教育｣第 5巻第 2号,121-133貢,1933
年 11月
37)帝国盲教育会第 7回総会並研究大会概況 ｢帝国盲教育｣第 7巻第 2号,28-37頁,1936
年 2月




42)『第 65回帝国議会衆議院議事速記録』(1934年 3月 17日),『第 65回帝国議会衆議院委員会議
録』(1934年 3月 20日)
43)『第 67回帝国議会衆議院議事速記録』第 16号 (1935年 2月 20日)
(付記)本研究は､日本特殊教育教育学会第 38回大会 (2000年 9月 静岡大学)において
発表した ｢近現代 日本の盲人運動と職業教育 (第 1報)｣(大正期)(『日本特殊教育教





40 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 65号
く資 料>
明治末期～昭和戦前期の全国盲唖教育大会･帝国盲教育会等における職業教育関係記事一覧 平田 ･久松作成
No. 大 会 .会 議 名 職業教育関係記事内容(上段)/検討資料の出典(下段)
1 第1回日本盲唖学校教員会(1907=明治40.5.ll-13)於.東京盲唖学校 内餐 *大会の詳細な内容が不明のため､未確定
也 ①｢日本教育｣第47号(1907.5)に鳥居嘉三郎の10分間演説の記事あり.
典 ②丸川仁夫編『日本盲唖教育則(1929年)122-124頁
2 第2回日本盲唖学校教員会 内 議案｢音楽にも鍛接にも適せざる然かも白痴にあらざる盲人に授くるに最も適当な




3 第3回全国盲唖教育大会 内 議案｢九.盲唖に最適当なる新職業を研究すること｣(岡崎校提出)(③より)(1911=明治44.7.18-25) I





4 第4回全国盲唖教育大会 内 議案｢盲学校に於て課すべき職業の研究(東京)｣
(1913=大正2.10.21-1週間)於.大阪市立盲唖学校 容 議案｢盲技芸として音鍛接の外に適当なる職業を求むるの可否(鹿児島)｣
出輿 ①第四回全国盲唖教育大会提案｢内外盲人教育｣第2巻夏号,41-42頁,1913年7月
5 第5回全国盲唖教育大会(1915=大正4.7.21-4日間)於.東京聾唖学校 内容 議案｢盲生に新技芸を課する方法を講ずる事(鹿盲)｣(③より)出 ①全国盲唖教育会｢教育時論｣第1091号,18頁,1915.8.5②第五回全国盲唖教育大会｢内外盲人教育｣第4巻春号,26頁,1915年6月
輿 ③第五回全国盲唖教育会概況｢内外盲人教育｣第4巻秋号,95-lol東,1915年10月
④『第五回全国盲唖教育会報告』(所在不明.未見)
































8 第7回全国盲唖教育大会(1920=大正9.ll.25-29).於 .名古屋市立盲唖学校 内餐 *詳細不明のため､未確定出 ①盲唖教育大会諮問｢教育時論｣第1283号,39頁,1920.12.5
*盲部と聾唖部に分離 典 ②第七回全国盲唖教育大会｢聾唖界｣第22号,38-45頁,1920年12月
9 帝国盲教育会第1回総会(1921=大正10.7.26-28)於.東京盲学校 内容 特になし
出輿 ①町田則文 :帝国盲教育会の創立｢教育界｣第20巻第5号,59-60頁,1921年3月②盲唖教育大会｢社会と教化｣第1巻第8号,88頁,1921年8月
③盲教育会答申案｢社会と教化｣第1巻第9号,88頁,1921年9月


















ll 第2回全国盲唖学校長会議(194=大正13.2.25-27)於 .東京聾唖学校 内容 特になし出 ①第二回全国盲唖学校長会議｢帝国盲教育｣第3巻第4号,98-109頁,1924年5月














14帝国盲教育会第4回総会(1926=大正15.6.-6.5)開催校 .宮城県盲唖学校 内餐 談話題｢盲学校卒業生の副業に就て承りたし(石川)｣出 ①F第四回帝国盲教育会.第二回日本聾唖教育大会 大会議事録j(全44頁)1926年
典 ②帝国盲教育会第四回総会他｢帝国盲教育｣第6巻第2号,31-34頁,1926年10月
































大会 研究発表 第二種第二号 盲人新職業に関する件(発表者 秋葉馬治)
(1929=昭和4.7.26-29)開催地 吉野山 (内容)
第- 欧米に於ける盲人の職業 (省略)











18第2回帝国盲教育会総会及び研究大会(1930=昭和5.7.27-29)開催校 .熊本県立盲唖学校 内容 職業教育に関わって特になし
平田 ･久松 :戦前日本の盲学校教育における職業教育と･進路保障に関する歴史的考察 43

















20第3回帝国盲教育会(191=昭和6.7.27-29)開催校 .新潟県立新潟盲学校 内容 とくになし出 ①第三回全国盲教育研究会並ニ帝国盲教育臨時総会概況報告｢盲教育｣第4巻第1号,
輿 47-67頁,1932年6月
21第4回帝国盲教育会総会(1932=昭和7.7,27-29)開催校.山口県立下関盲唖学校 内香 とくになし也 ①第四回帝国盲教育会総会並臨時研究大会概況｢盲教育｣第4巻第2号,36-50頁,
典 1932年12月
22第5回帝国盲教育会酎寺総会(1933=昭和8.7.27-29)開催校 .東京盲学校 内容 とくになし出 ①第五回帝国盲教育会臨時総会並に研究大会概況｢盲教育｣第5巻第2号,121-133
典 頁,1933年11月
23第6回帝国盲教育会総会 内 自由研究題で松月幸一(福岡盲学校)､｢盲教育ニ於ケル職業陶冶ノ普遍相ト特殊相｣



























































27第10回帝国盲教育会総会(1938=昭和13.7.26-27)開催校 .鹿児島県立盲唖学校 内餐 特になし出 ①帝国盲教育会第十回総会並研究大会概況｢帝国盲教育｣第9巻第2号,18-31貢,
輿 1938年3月
28第11回帝国盲教育会総会 内 期間中開催の｢鍛接規則改正対策請願常置委員会｣.r猟師灸師マッサージ師法規ニ
(1939=昭和14.10.16-17)開催校 .京都府立盲学校 容 関スル希望事項｣をとりまとめ､請願○出 ①帝国盲教育会第十一回総会並研究大会概況｢帝国盲教育｣第11巻着l号,46-54頁,
典 1940年6月
29第12回帝国盲教育会総会(1940=昭和15.7.26-27)開催校 .群馬県立盲唖学校 内餐 特になし出 ①帝国盲教育会第十二回総会並研究大会概況｢帝国盲教育J第12巻第1号,39-45頁,
